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研究成果の概要：三か年の期間中に、東北（岩手・宮城）、関東・甲信越（群馬・千葉・東京・

神奈川・山梨）に加え、範囲を関西（京都・奈良）と中国地方（広島）にも一部広げ、都合、

寺院・神社２４ヶ所、３４件４６躯１箇１片、公共機関６ヶ所、８件２０躯１双１柄、個人１

ヶ所、１件１躯の物件を調査し、詳細な写真と基礎データを収集した。この成果は刊行準備中

である。 
 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００６年度 14,600,000 4,380,000 18,980,000 
２００７年度 11,100,000 3,330,000 14,430,000 
２００８年度 11,900,000 3,570,000 15,470,000 

年度  

  年度  

総 計 37,600,000 11,280,000 48,880,000 
 
 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：哲学 
キーワード：美術史 
 

 １．研究開始当初の背景 
２．研究の目的 本研究グループは、東北地方の仏像を対象

として多年にわたって調査研究を継続して

きた。各分担者は、それまでの研究を通して、

調査方法と問題意識を共有しており、詳細か

つ密度高い調査をおこなう技術を有してい

た。東北地方を対象にしてきたそれまでの研

究を継続しつつ、その範囲を次第に拡げる計

画に基づき、本研究は、まず東日本にその範

囲を定め、それまでに培ってきた方法によっ

て調査をおこなうものとして企画された。 

仏像の分布地には一定の法則があり、その

ことは自ずと仏像を伝存する土地の歴史性

とつながっている。本研究は、東北地方とそ

れに隣接する関東・中部地方を対象として、

そこに伝存する古代と中世の仏像をともに

調査し、古代的な信仰の中世的変容を、仏像

に即して跡づけることを目的とした。 

 
 



３．研究の方法 
研究目的の達成のため、まず、古代におい

て拠点となった地域を重視して、調査をおこ

なった。そのような地域に伝存する、古代と

中世の仏像を調査し、その土地の信仰と歴史

を考える基礎資料を収集した。また、同時に

仏像の尊種にも注目し、特に、近年関心を集

めている、生身仏、霊験仏信仰に関わる仏像

を調査対象とした。 
本研究は、それまでおこなってきた研究を

継続するものとして、そこで試みてきた調査

方法を継承した。すなわち、子細な観察によ

る調書作成、Ｘ線透過装置・デジタル実体顕

微鏡・ビデオスコープなどによる光学的調査、

４×５版カラーフィルムによる高精細な撮

影である。そして、それらを文字及び画像の

デジタルデータとしてコンピュータ上に蓄

積した。さらに、これら現地調査に基づくデ

ータに検討を加えた上で、関連資料を踏まえ

ながら、それぞれの像の歴史的な位置を記述

した報告書を現在作成中である。 
 
 
 

４．研究成果 

以上のような問題意識と方法によって、以下

の各地域の各物件について詳細な調査をお

こなった。 

〈宮城〉陸奥国分寺十二神将像、十八夜観音

堂・菩薩立像（２件） 

〈岩手〉栗林阿弥陀堂・如来立像、如意輪寺・

釈迦三尊像、中尊寺釈迦如来及び両脇侍像

（山王堂）、不動明王及び二童子像（開山堂）、

大日如来像（金色院）、制多迦童子像（阿弥

陀堂）、光背残欠（円乗院）、三輪神社僧形像

（伝天台大師像）、観自在王院跡石造如来像

（９件） 

〈群馬〉三光院十一面観音菩薩像、長谷寺十

一面観音菩薩像、十一面観音菩薩像（前立ち）、

善勝寺阿弥陀如来像、金剛寺地蔵菩薩像、総

持寺不動明王像、伝新田義貞像、光恩寺阿弥

陀如来及び両脇侍像、長楽寺釈迦如来像（９

件） 

〈千葉〉宝泉寺・聖観音菩薩立像（１件） 

〈東京〉大観音寺・仏頭（１件） 

〈山梨〉仁勝寺聖徳太子像、広教寺阿弥陀三

尊像、放光寺金剛力士像（３件） 

〈神奈川〉満願寺伝観音菩薩像・地蔵菩薩像、

清雲寺毘沙門天像、太岳院・薬師如来立像、

円応寺・初江王像、弘明寺十一面観音菩薩像、

東光寺薬師如来像（６件） 

〈京都〉清凉寺毘沙門天像（弁天堂安置）、

釈迦如来像、蟹満寺釈迦如来像（Ｘ線撮影）、

佛光寺聖徳太子像、了源上人像（５件） 

〈奈良〉福智院・地蔵菩薩坐像（１件） 

〈広島〉安国寺阿弥陀如来及び両脇侍像（納

入品）（１件） 

〈その他〉文化庁四天王像、個人蔵阿弥陀如

来像（２件） 

 これら物件の詳細な写真と基礎データ、関

連資料を載せた研究成果報告書を現在作成

中である。 
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